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京
都
大
学
准
教
授

中
西
嘉
宏

　

今
年
二
月
一
日
に
ク
ー
デ
タ
ー
か
ら
二
年
を
迎
え
た
ミ
ャ
ン
マ
ー

で
は
、
軍
事
政
権
の
最
高
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
国
家
行
政
評
議
会

（
Ｓ
Ａ
Ｃ
）
が
非
常
事
態
宣
言
の
延
長
を
発
表
し
た
。
こ
の
八
月
ま

で
に
実
施
す
る
と
さ
れ
て
い
た
総
選
挙
も
延
期
に
な
り
そ
う
だ
。
次

い
で
三
月
、
ア
ウ
ン
・
サ
ン
・
ス
ー
・
チ
ー
（
現
在
も
拘
束
中
）
が

議
長
を
務
め
る
政
党
で
あ
る
国
民
民
主
連
盟
（
Ｎ
Ｌ
Ｄ
）
の
政
党
登

録
が
抹
消
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
四
月
に
は
、
ザ
ガ
イ
ン
地
域
に
あ
る

村
に
国
軍
が
戦
闘
機
な
ど
に
よ
る
爆
撃
を
行
い
、
民
間
人
を
含
む
約

一
七
〇
人
が
犠
牲
に
な
る
惨
事
が
起
き
た
。

　

と
き
に
報
じ
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
事
件
は
、
二
〇
一
〇
年
代
に
「
ア

ジ
ア
最
後
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
頃
の
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
か
け
離
れ
た
も
の
ば
か
り
だ
。
こ
の
国
と
そ
れ
を

取
り
巻
く
国
際
環
境
は
ク
ー
デ
タ
ー
で
大
き
く
変
容
し
、
現
在
も
混

迷
の
た
だ
中
に
あ
る
。
政
治
対
立
に
は
依
然
と
し
て
出
口
は
見
え
な

い
。
だ
が
、
国
内
外
の
情
勢
は
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
る
。

非
常
事
態
宣
言
延
長
の
意
味
と
は

　

非
常
事
態
宣
言
延
長
の
正
式
な
決
定
は
、
政
権
幹
部
と
国
軍
幹
部

か
ら
な
る
会
議
体
で
あ
る
国
防
治
安
評
議
会
（
Ｎ
Ｄ
Ｓ
Ｃ
）
で
な
さ

れ
た
。
延
長
の
根
拠
条
文
で
あ
る
憲
法
四
二
五
条
に
は
、「
国
防
・

治
安
評
議
会
は
、
連
邦
議
会
閉
会
中
に
、
国
軍
司
令
官
が
自
ら
に
委

譲
さ
れ
た
任
務
を
達
成
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に
国
権
の
委
譲

期
間
延
長
に
関
す
る
正
当
な
申
し
立
て
を
行
っ
た
場
合
、
通
常
、
同

期
間
を
一
回
に
つ
き
六
ヵ
月
間
、
二
回
ま
で
延
長
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
に
し　

よ
し
ひ
ろ　

二
〇
〇
七
年
京
都
大

学
大
学
院
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
研
究

科
修
了
、
博
士
（
地
域
研
究
）。
専
門
は
ミ
ャ
ン

マ
ー
政
治
、
比
較
政
治
。
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

研
究
員
な
ど
を
経
て
現
職
。
著
書
に
『
ロ
ヒ
ン

ギ
ャ
危
機
「
民
族
浄
化
」
の
真
相
』『
軍
政
ビ
ル

マ
の
権
力
構
造
』『
ミ
ャ
ン
マ
ー
現
代
史
』。

い
つ
ま
で
続
く
ミ
ャ
ン
マ
ー「
膠
着
状
態
」

非
常
事
態
宣
言
が
延
長
さ
れ
、
混
乱
が
続
く
。

こ
れ
ら
は
軍
事
政
権
に
よ
る
統
制
強
化
で
は
な
く
、

親
軍
政
権
移
行
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
事
態
だ
か
ら
だ
。

抵
抗
勢
力
と
の
膠
着
状
態
が
続
く
限
り
政
策
変
更
は
な
く
、

圧
力
か
、
実
利
を
与
え
る
か
、
外
交
ア
プ
ロ
ー
チ
も
難
し
い
。
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る
」
と
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
六
ヵ
月
を
二
度
、
つ
ま
り
一
年
間
が

非
常
事
態
宣
言
延
長
の
最
長
期
間
だ
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

　

実
際
、
ク
ー
デ
タ
ー
か
ら
半
年
ほ
ど
し
て
国
軍
が
今
年
八
月
ま
で

に
総
選
挙
を
実
施
す
る
と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
二
年
間
の
非

常
事
態
宣
言
と
、
そ
の
後
の
国
防
治
安
評
議
会
に
よ
る
六
ヵ
月
間
の

統
治
下
に
お
け
る
総
選
挙
実
施
お
よ
び
政
権
移
譲（
憲
法
四
二
九
条
）

が
想
定
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
。
し
た
が
っ
て
、
非
常
事
態
宣
言
の
延

長
は
、端
的
に
い
え
ば
、国
軍
が
想
定
ど
お
り
に
情
勢
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
組
織
的
な
無
謬
性
に
こ
だ
わ
る
国
軍
が
、
現
状
を
想
定

外
だ
と
認
め
る
こ
と
は
な
い
。
上
記
条
文
に
つ
い
て
、「
通
常
」
の

状
況
で
な
け
れ
ば
、
延
長
の
回
数
は
二
度
に
限
ら
れ
な
い
と
い
う
憲

法
解
釈
を
示
し
た
。
そ
し
て
、
現
状
が
「
通
常
」
に
は
当
た
ら
な
い

と
し
て
、
半
年
間
の
延
長
を
決
定
し
た
わ
け
で
あ
る
。

 

「
通
常
」
に
当
た
ら
な
い
理
由
に
つ
い
て
ミ
ン
・
ア
ウ
ン
・
フ
ラ
イ

ン
国
軍
最
高
司
令
官
は
、国
民
向
け
の
演
説
で
治
安
状
況
を
挙
げ
た
。

全
国
に
三
三
〇
あ
る
郡
（
タ
ウ
ン
シ
ッ
プ
）
の
う
ち
、
六
五
で
十
分

な
治
安
が
確
保
で
き
て
い
な
い
と
い
う
。
治
安
の
悪
化
を
も
た
ら
し

た
の
は
、国
軍
に
よ
れ
ば
、「
テ
ロ
行
為
」
だ
。
こ
こ
で
「
テ
ロ
行
為
」

を
実
行
す
る
「
テ
ロ
リ
ス
ト
」
は
、日
本
で
は
民
主
派
、民
主
化
勢
力
、

抵
抗
勢
力
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
組
織
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
連
邦

議
会
代
表
委
員
会
（
Ｃ
Ｒ
Ｐ
Ｈ
）、
国
民
統
一
政
府
（
Ｎ
Ｕ
Ｇ
）、
人

民
防
衛
隊
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
組
織
と
共
闘
す
る
カ
チ

ン
独
立
軍
（
Ｋ
Ｉ
Ａ
）、
カ
レ
ン
民
族
同
盟
（
Ｋ
Ｎ
Ｕ
）
と
い
っ
た

少
数
民
族
武
装
勢
力
も
、「
テ
ロ
リ
ス
ト
」
と
は
慎
重
に
線
引
き
さ

れ
て
い
る
が
、
国
軍
の
非
難
の
対
象
で
あ
る
。

　

い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
ら
の
組
織
を
テ
ロ
リ
ス
ト
と
呼
ぶ
こ
と

は
、国
軍
の
自
己
中
心
的
な
脅
威
認
識
の
反
映
に
す
ぎ
な
い
。
だ
が
、

治
安
悪
化
が
続
い
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
次
頁
の
図
を
見
る

と
わ
か
る
よ
う
に
、
全
国
で
の
武
力
衝
突
数
は
二
〇
二
二
年
か
ら
大

き
く
減
少
し
て
い
な
い
。
常
に
毎
月
二
〇
〇
を
超
え
る
衝
突
が
発
生

し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
衝
突
の
規
模
は
小
さ
い
も
の
の
、
両
勢
力

の
対
立
は
膠
着
状
態
に
陥
っ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

ヤ
ン
ゴ
ン
や
ネ
ー
ピ
ー
ド
ー
を
は
じ
め
と
す
る
都
市
部
お
よ
び
、

人
口
が
稠
密
な
エ
ー
ヤ
ワ
デ
ィ
デ
ル
タ
地
帯
は
相
対
的
に
安
定
し
て

い
る
が
、
上
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
呼
ば
れ
る
中
央
平
野
地
帯
の
北
部
と
、

少
数
民
族
地
域
の
治
安
は
変
わ
ら
ず
悪
い
。
な
か
で
も
、
ザ
ガ
イ
ン

地
域
と
マ
グ
エ
地
域
は
長
年
に
わ
た
っ
て
紛
争
と
は
無
縁
だ
っ
た

が
、
い
ま
や
国
軍
の
統
治
で
き
な
い
地
域
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　

統
治
機
構
は
国
軍
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
に
あ
る
と
は
い
え
、
全
国

で
四
万
を
超
え
る
投
票
所
を
設
置
す
る
政
治
イ
ベ
ン
ト
は
で
き
な

い
。
強
引
に
総
選
挙
を
実
施
す
れ
ば
、
抵
抗
す
る
勢
力
の
反
発
で
新
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た
な
混
乱
の
火
種
に
な
り
得
た
だ
ろ
う
。
す
で
に
、
国
軍
に
よ
る
弾

圧
だ
け
で
な
く
、
抵
抗
勢
力
の
中
で
も
急
進
的
な
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

国
軍
、
警
察
、
政
府
関
係
者
へ
の
襲
撃
も
相
次
い
で
い
る
。

軍
事
政
権
は
長
期
化
す
る
の
か

　

当
初
か
ら
軍
事
政
権
を
続
け
る
シ
ナ
リ
オ
を
国
軍
指
導
部
は
描

い
て
い
た
の
で

は
な
い
か
。
そ

う
い
う
予
測
も

成
り
立
ち
得
る

が
、
筆
者
は
そ

う
は
考
え
て
い

な
い
。
と
い
う

の
も
、
親
軍
政

権
を
擁
立
す
べ

く
、
国
軍
は
作

業
を
進
め
て
い

た
か
ら
だ
。

　

す
で
に
二
〇

二
〇
年
の
総
選

挙
結
果
が
無
効

で
あ
る
こ
と
を
、
軍
事
政
権
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
選
挙
管
理
委
員
会

が
発
表
し
て
い
る
。
拘
束
中
の
政
権
幹
部
や
与
党
幹
部
は
選
挙
法
違

反
や
汚
職
な
ど
の
罪
で
起
訴
さ
れ
、
有
罪
判
決
が
下
さ
れ
た
。
例
え

ば
、
ア
ウ
ン
・
サ
ン
・
ス
ー
・
チ
ー
は
一
九
の
罪
で
合
計
三
三
年
の

禁
錮
刑
判
決
を
受
け
て
い
る
（
未
確
定
の
判
決
も
あ
る
）。
親
軍
政

党
で
あ
る
連
邦
団
結
発
展
党
（
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
）
に
国
軍
最
高
司
令
官
の

側
近
が
送
り
込
ま
れ
た
。
冒
頭
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
今
年
三
月
末

に
は
Ｎ
Ｌ
Ｄ
の
政
党
登
録
が
抹
消
さ
れ
た
。
結
果
の
見
え
る
総
選
挙

の
準
備
を
進
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
二
〇
年
総
選
挙
前
か
ら

大
統
領
就
任
を
望
ん
で
い
た
ミ
ン
・
ア
ウ
ン
・
フ
ラ
イ
ン
に
よ
る
大

統
領
就
任
の
布
石
に
見
え
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
非
常
事
態
宣
言
の
延
長
は
少
な
く
と
も
、
ミ
ン
・

ア
ウ
ン
・
フ
ラ
イ
ン
の
ベ
ス
ト
シ
ナ
リ
オ
に
は
反
す
る
も
の
だ
ろ
う
。

弾
圧
に
屈
し
な
い
一
部
市
民
の
抵
抗
の
成
果
と
い
っ
て
も
よ
い
。
実

際
、
ク
ー
デ
タ
ー
か
ら
二
年
を
超
え
、
国
軍
の
消
耗
は
激
し
く
、
戦

死
し
た
兵
士
が
一
万
人
を
超
え
て
い
る
と
い
う
推
測
も
あ
る
。

　

だ
が
、
抵
抗
勢
力
も
現
状
は
や
は
り
苦
し
い
。
国
民
か
ら
の
支
持

は
あ
っ
て
も
、
兵
力
、
装
備
、
資
金
、
い
ず
れ
も
国
軍
が
優
位
に
立

つ
か
ら
だ
。
そ
も
そ
も
が
、
国
軍
に
よ
る
政
権
奪
取
へ
の
反
発
を
起

点
と
し
て
拡
大
、
さ
ら
に
武
力
闘
争
に
発
展
し
た
抵
抗
で
あ
り
、
勝

機
を
計
算
し
た
も
の
で
は
な
い
。
並
行
政
府
で
あ
る
Ｎ
Ｕ
Ｇ
、
共
闘

図　ミャンマーの武力衝突数

出典）The Armed Conflict Location & Event Data Project のデータベースより筆者作成

（2021年2月～23年3月）
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に
踏
み
切
っ
た
一
部
の
少
数
民
族
武
装
勢
力
、
そ
し
て
国
軍
に
不
満

を
抱
く
若
者
た
ち
、
こ
れ
ら
の
勢
力
が
緩
や
か
な
統
一
戦
線
を
形
成

し
て
国
軍
と
の
戦
い
を
消
耗
戦
に
持
ち
込
み
、
国
軍
内
部
か
ら
の
離

反
者
の
増
大
と
、
国
軍
へ
の
外
交
的
圧
力
に
期
待
を
寄
せ
て
い
た
。

実
際
、
陸
軍
の
部
隊
が
近
づ
け
な
い
地
域
を
生
み
出
す
こ
と
に
抵
抗

勢
力
は
成
功
し
た
。
そ
れ
を
実
効
支
配
と
呼
ぶ
べ
き
か
ど
う
か
に
つ

い
て
は
議
論
が
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
「
ノ
ー
ゴ
ー
ゾ
ー
ン
」
で
は
あ

る
だ
ろ
う
。
少
数
民
族
州
で
も
国
軍
の
統
治
能
力
は
落
ち
て
い
る
。

　

だ
が
、
国
軍
か
ら
の
離
反
者
は
昨
年
か
ら
減
っ
て
、
分
裂
は
起
き

そ
う
に
な
い
。
外
交
的
圧
力
も
期
待
外
れ
の
ま
ま
だ
。
現
在
の
膠
着

状
態
は
短
期
的
に
は
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
。
四
月
一
一
日
に
ザ
ガ
イ

ン
地
域
に
あ
る
パ
ジ
ー
ジ
ー
村
へ
の
空
爆
で
、
Ｎ
Ｕ
Ｇ
系
の
式
典
に

出
席
し
て
い
た
約
一
七
〇
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
事
件
で
も
わ
か
る
よ

う
に
、
相
変
わ
ら
ず
国
軍
は
、
空
爆
や
村
落
破
壊
な
ど
強
硬
策
で
抵

抗
を
抑
え
込
も
う
と
し
て
い
る
。
多
く
の
民
間
人
を
巻
き
込
み
、
内

外
か
ら
の
批
判
は
強
ま
る
ば
か
り
だ
が
、
や
り
方
を
変
え
る
こ
と
を

し
な
い
し
、
で
き
な
い
。
と
な
れ
ば
、
非
常
事
態
宣
言
の
延
長
が
今

後
も
繰
り
返
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。
国
軍
最
高
司
令
官
の
定
年
制

度
は
す
で
に
撤
廃
さ
れ
て
お
り
、
自
身
の
誤
算
で
大
統
領
就
任
と
い

う
野
心
が
果
た
せ
な
い
が
ゆ
え
に
、
ミ
ン
・
ア
ウ
ン
・
フ
ラ
イ
ン
は

よ
り
強
大
な
力
を
今
後
も
し
ば
ら
く
握
る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

圧
力
外
交
か
、
実
利
の
外
交
か

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
危
機
へ
の
国
際
的
な
対
応
は
、
当
初
か
ら
足
並
み
が

揃
わ
な
か
っ
た
。
大
き
く
い
え
ば
、
標
的
制
裁
を
通
じ
て
国
軍
に
圧

力
を
か
け
る
欧
米
諸
国
、
国
軍
を
含
め
た
関
係
勢
力
と
の
対
話
を
通

じ
て
事
態
打
開
を
図
る
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
の

関
与
外
交
、
欧
米
諸
国
の
圧
力
を
内
政
干
渉
だ
と
批
判
し
な
が
ら
現

状
を
追
認
す
る
中
国
お
よ
び
ロ
シ
ア
、
と
い
う
の
が
当
初
の
構
図

だ
っ
た
。
基
本
的
な
構
図
は
い
ま
も
変
わ
っ
て
い
な
い
が
、
そ
の
な

か
で
も
変
化
は
あ
る
。
二
つ
を
挙
げ
よ
う
。

　

ま
ず
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
関
与
ア
プ
ロ
ー
チ
が
行
き
詰
ま
り
、
よ
り

実
利
を
重
視
し
た
近
隣
国
の
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
。
二
〇
二
一

年
五
月
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
指
導
者
会
議
で
ミ
ン
・
ア
ウ
ン
・
フ
ラ
イ
ン

も
含
め
て
合
意
さ
れ
た
「
五
項
目
合
意
」
に
つ
い
て
、
国
軍
は
履
行

を
進
め
ず
、
一
一
月
に
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
、
外
相
会
議
が

ミ
ャ
ン
マ
ー
代
表
の
出
席
を
拒
む
こ
と
（
事
務
次
官
は
出
席
可
能
）

に
な
っ
た
。
一
方
で
隣
国
タ
イ
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
二
四
一
六
キ
ロ

の
国
境
を
接
し
、
天
然
ガ
ス
輸
入
の
一
四
％
を
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
頼
っ

て
い
る
。
国
内
に
は
三
〇
〇
万
人
と
も
い
わ
れ
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
労

働
者
を
抱
え
る
。
こ
の
国
の
不
安
定
化
で
受
け
る
潜
在
的
悪
影
響
は

他
国
と
は
桁
違
い
と
い
え
よ
う
。
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そ
こ
で
タ
イ
は
、
関
係
国
に
よ
る
非
公
式
会
議
を
二
〇
二
二
年

一
二
月
に
バ
ン
コ
ク
で
開
催
し
た
。
Ｓ
Ａ
Ｃ
の
外
相
、カ
ン
ボ
ジ
ア
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ラ
オ
ス
、
ベ
ト
ナ
ム
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
中
国
、

日
本
の
関
係
者
が
出
席
し
た
一
方
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ

ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
い
っ
た
比
較
的
強
硬
派
の
国
々
は
出
席
を
拒
ん

だ
。今
年
四
月
に
は
同
じ
く
隣
国
で
あ
る
イ
ン
ド
が
、同
会
議
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
と
し
て
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
で
会
合
を
開
い
て
い
る
。
表
向

き
は
「
ト
ラ
ッ
ク
１
・
５
」
と
し
て
い
る
が
、
実
態
は
関
係
国
政
府

に
よ
る
新
た
な
動
き
だ
と
解
し
て
よ
い
。
今
後
の
進
展
が
ど
う
な
る

の
か
、
予
想
が
で
き
る
段
階
で
は
な
い
が
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
は
違
う

か
た
ち
で
の
関
与
の
動
き
が
出
て
き
て
い
る
こ
と
に
は
注
意
を
払
う

べ
き
だ
ろ
う
。

　

一
方
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、
議
長
国
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
ミ
ャ

ン
マ
ー
情
勢
の
改
善
に
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
と
や
る
気
を
見
せ

た
。し
か
し
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
議
長
国
と
し
て
の
最
優
先
課
題
は
東
テ
ィ

モ
ー
ル
の
加
盟
に
筋
道
を
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
た
め
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

危
機
へ
の
対
処
は
鈍
く
な
る
。
レ
ト
ノ
・
マ
ル
ス
デ
ィ
外
相
に
よ
る

と
、
水
面
下
で
の
関
係
者
へ
の
接
触
は
続
い
て
い
る
よ
う
だ
が
、
時

間
は
か
な
り
限
ら
れ
て
い
る
。
再
び
非
常
事
態
宣
言
が
延
長
さ
れ
る

と
し
た
ら
八
月
。
現
状
の
ま
ま
延
長
と
な
れ
ば
、
ま
す
ま
す
国
軍
へ

の
働
き
か
け
は
難
し
く
な
り
そ
う
だ
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
国
軍
と
接
近
す
る
中
国

　

も
う
ひ
と
つ
の
変
化
は
、
中
国
と
国
軍
と
の
関
係
が
緊
密
化
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
ク
ー
デ
タ
ー
直
後
か
ら
国
軍
側
に
立
っ
た
ロ
シ

ア
と
比
べ
る
と
、
軍
事
政
権
に
対
す
る
中
国
の
対
応
は
よ
り
慎
重

だ
っ
た
。
例
え
ば
、
政
府
幹
部
レ
ベ
ル
の
訪
問
も
、
ア
ジ
ア
問
題
特

使
に
限
ら
れ
て
き
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
提
供
な
ど
軍
事
政

権
を
側
面
支
援
し
て
は
き
た
が
、
紛
争
が
続
く
現
状
を
追
認
は
し
て

こ
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
、
今
年
に
な
っ
て
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
五

月
に
秦
剛
国
務
委
員
兼
外
相
が
、
政
権
幹
部
と
し
て
は
ク
ー
デ
タ
ー

以
来
初
め
て
ネ
ー
ピ
ー
ド
ー
を
訪
問
し
、
ミ
ン
・
ア
ウ
ン
・
フ
ラ
イ

ン
と
会
談
を
行
っ
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
軍
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
泰
外

相
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
情
勢
の
安
定
を
心
か
ら
望
む
と
強
調
し
た
と
い

う
。
さ
ら
に
か
つ
て
の
軍
事
政
権
指
導
者
で
あ
る
タ
ン
・
シ
ュ
エ
や

元
大
統
領
の
テ
イ
ン
・
セ
イ
ン
と
も
面
会
し
て
い
る
。

　

確
認
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
中
国
が
急
進
的
な
民
主
化
勢
力
を
支

持
す
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
。
明
ら
か
に
国
軍
寄
り
で
あ
る
。
た
だ
し

そ
れ
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
よ
り
も
、
国
益
に
も
と
づ
く
合
理
的
な
判

断
だ
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
縦
断
す
る

天
然
ガ
ス
と
石
油
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
あ
る
。
天
然
ガ
ス
輸
出
は
国

軍
に
と
っ
て
重
要
な
財
源
で
あ
る
た
め
、
常
に
民
主
化
勢
力
に
よ
る
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破
壊
工
作
の
対
象
と
な
る
。
ま
た
、
ラ
カ
イ
ン
州
の
チ
ャ
ウ
ピ
ュ
ー

に
あ
る
深
海
港
と
経
済
特
区
、
そ
こ
か
ら
雲
南
省
ま
で
構
想
さ
れ
て

い
る
鉄
道
と
道
路
計
画
は
、
壮
大
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
計
画
で
あ
り
、

政
情
の
安
定
な
し
に
は
進
ま
な
い
。
さ
ら
に
、
国
境
地
域
に
い
る
武

装
勢
力
の
動
向
は
雲
南
省
で
の
国
境
貿
易
や
治
安
に
直
接
影
響
を
与

え
る
う
え
に
、
最
近
で
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
側
に
中
国
人
を
顧
客
と
す
る

オ
ン
ラ
イ
ン
カ
ジ
ノ
の
拠
点
が
で
き
る
な
ど
、
国
境
地
域
に
限
定
さ

れ
な
い
、
中
国
社
会
へ
の
悪
影
響
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
実
利
を
考
え
れ
ば
、
Ｎ
Ｕ
Ｇ
が
掲
げ
る
急
進
的
な
目
標

は
、
非
現
実
的
で
潜
在
的
な
リ
ス
ク
の
高
い
要
求
に
し
か
映
ら
な
い

だ
ろ
う
。
だ
が
、
現
状
で
国
軍
に
だ
け
肩
入
れ
し
て
も
（
む
ろ
ん
抵

抗
勢
力
だ
け
に
肩
入
れ
し
て
も
）
事
態
は
収
ま
ら
な
い
。
非
常
事
態

宣
言
の
延
長
で
、そ
れ
は
改
め
て
は
っ
き
り
し
た
。
中
国
と
し
て
は
、

国
軍
に
よ
る
政
治
へ
の
関
与
が
よ
り
現
実
的
な
安
定
の
道
筋
だ
と
想

定
し
な
が
ら
、
国
家
の
安
定
と
国
益
の
た
め
に
民
主
化
勢
力
の
一
定

の
取
り
込
み
を
見
据
え
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
の
う
え
で
、
ま
ず
は
国

軍
へ
の
働
き
か
け
と
、
国
軍
・
少
数
民
族
武
装
勢
力
関
係
の
改
善
を

優
先
し
て
、
事
態
の
改
善
を
図
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

不
透
明
な
統
治
は
続
く

　

外
交
的
な
圧
力
も
関
与
も
十
分
に
機
能
し
て
お
ら
ず
、
国
軍
の
行

動
を
変
え
ら
れ
な
い
ま
ま
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
統
治
能
力
は
特
に
地
方

部
で
低
下
し
て
い
る
。

　

国
連
人
道
問
題
調
整
事
務
所
に
よ
る
と
、
国
内
避
難
民
は

一
八
〇
万
人
を
超
え
た
。
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
に
よ
る
二
〇
二
三
年
度

の
経
済
成
長
予
測
は
二
・
八
％
に
と
ど
ま
り
、
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン

リ
ス
ク
が
投
資
家
や
発
注
元
に
与
え
る
影
響
を
懸
念
す
る
企
業
の
事

業
縮
小
や
撤
退
が
続
く
。
外
貨
不
足
も
顕
著
で
、
ド
ル
建
て
対
外
債

務
の
返
済
が
、
近
い
将
来
滞
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
ん

な
中
で
も
、
Ｓ
Ａ
Ｃ
は
二
三
年
度
予
算
で
国
防
省
予
算
を
昨
年
度
か

ら
一
五
〇
％
増
や
し
た
。
政
府
歳
入
が
減
少
す
る
中
で
の
大
幅
な
国

防
予
算
の
拡
大
は
、
政
府
機
能
の
低
下
に
い
っ
そ
う
拍
車
を
か
け
る

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
現
状
に
対
し
、
即
効
性
が
あ
っ
て
有
効
な
外
交
手

段
は
な
い
。
紛
争
が
政
府
の
能
力
を
掘
り
崩
し
、経
済
を
停
滞
さ
せ
、

経
済
停
滞
が
ま
す
ま
す
紛
争
を
悪
化
さ
せ
る
と
い
う
悪
循
環
が
こ
の

国
で
起
き
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
そ
の
責
任
問
題
が
発
生
す

る
余
地
は
国
軍
内
に
は
な
く
、
今
の
最
高
司
令
官
が
健
在
で
あ
る
う

ち
は
軌
道
修
正
を
期
待
で
き
な
い
。
安
定
を
欠
い
た
軍
事
政
権
が
こ

の
ま
ま
し
ば
ら
く
続
く
と
見
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。
長
期
化
を
見
越

し
、
紛
争
の
被
害
者
へ
の
支
援
を
最
優
先
と
す
る
、
圧
力
と
関
与
の

組
み
合
わ
せ
を
模
索
す
る
必
要
が
あ
る
。
●




